
番号7の試料が試料3～8の中ではいささか大きい値を

示しているのは膠結物質によるセメンテｰションの影

響が強く出ているためであろう.このように表4に

含まれる試料のうち番号7を除いたものがp･一p･につ

いて3つのグルｰプに分けられるということはそれぞ

れの間に不整合を想定することによって容易に説明さ

れる.なぜならグノレｰプごとにかつて受けた最大

の有効応力と現在受けている有効応力との差(prp｡)カミ

ほとんど同じであるからである.ちなみにグルｰプ

ごとのこの平均値は上位よりそれぞれ63.0隻g/㎝12

8λO良g/c皿2および113.5たg/cm2である.ただし先

に述べたような理由から中位のグルｰプの平均値には

番号7の試料に関する値は入っていない.

(つづく)

･日本地質学会

11昭和51年4月3目

(土)～4月5目(月)

2.日本地質学会第83年

総会ならびに年会

31松本市浅間温泉社

会文化会館ならび

に信州大学理学部

および教養部講義室

4.日本地質学会

東京都本郷郵便局私書箱100号日本地質学会行事委員

会(電話(03)252-7242)および松本市旭3丁目1-1

信州大学理学部地質学教室内目本地質学会第83年々会準

備委員会(電話(0263)35-4600内線4161)

4月6～7目にわたって8コｰスの見学旅行がある.

なお84年会は高知で行なう予定.
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･日本火山学会

1.昭和51年5月17目(月)～19目(水)

2.日本火山学会1976年度春季大会

3.東京大学地震研究所

4.日本火山学会

5.東京大学地震研究所内目本火山学会

東京都文京区弥生1-1-1(副13)電話(03)813-7421

･日本古生物学会(その1)

1.昭和51年6月27目(目)

2.日本古生物学会117回例会

3.広島大学総合科学部広島市東千出町1-1-89

4.日本古生物学会

5.仙台市青葉山東北大学理学部地質学古生物学教室

小高民夫電話(0222)22-1800

日本古生物学会(その2)

ユ.昭和51年!0月4目(月)

2.日本古生物学会1!8回例会

3.北海道大学理学部札幌市北区北10条酉8丁目

4.日本古生物学会

5.仙台市青葉山東北大学理学部地質学古生物学教室

小高民夫電話(0222)22-1800

･石油技術協会

1.昭和5!年5月26目(水)～29目(土)

5月26目総会および特別講演

27-28目個人講演およびシンポジウム

29目巡検

第41回石油技術協会総会

秋田市秋田大学鉱業博物館総会および特別講演

同鉱山学部個人講演およびシンポジウム

石油技術協会

東京都千代田区大手町1-9-4経団連会館4階

石油技術協会半岡成夫
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4.TheScienceCounci1ofJapan(日本学術会議)

����条�穩湧��楴�攬

周�捩�捥��捩��慰慮�

7-22-34,RoPPo㎎i,Minato-ku,Toky0106,JaPan

･国際会議

!.1976年7月13目(火)～17目(土)

2.基盤新構造に関する第2回国際会議

3.DeIaware大学De1aware州アメリカ

些.NASA,USGS

���湧癡���捨�測�漱�楣�卵��潦

NewYor長,StateEducationBuild.,
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･第25回万国地質学会議

1.昭和51年8月16目(月)～25目(水)

㈮㈵����瑩潮��漱�楣��湧��

3.シドニｰ(オｰストラリア)

4.Austra1三anOrganizationCommittee
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〔淫〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


